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平成総会科学科第15期生の f卒業研究Jの取り組みについて、 3年間の学警活動を振り返りながら

報告する。また、各系列の生徒支援についてケーススタディの形で報告し、その指導の実際や成果と課

題について述べる。
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1 .はじめに

総合学科は平成5年2月に文部省(当時)から出され

た f高等学校教脊の改革の推進について(第四次報告)

の概要j によって始まったが、この総合学科の特撮であ

る教育現場への柔軟なカリキュラムを要求する動きは世

界的には1980年代から見られたものである。 1980年代

の世界の瀬流がおよそ10年遅れで日本の教脊に実現し

たと言ってよい。

1980年以前の世界のカリキュラムの欠織として、学

ぶ意味の喪失、教青内容の呂常生活との恭離、現実社会

問題との無関係などが挙げられていた。これらの改善策

として世界各国でいろいろな試みがなされたが、後期中

等教育の戦後最大の改革といわれた総合学科構想は、手

前味噌になるが一つの試みとして有効なものでなかった

かと考えている。

本校の総合学科カリキュラムの中核である教科「産業」

の3つの科目と「卒業研究j を、単純化してその役割を

述べると、 「産業社会と人間j では生きる意味・学ぶ意

味の発見、 f産業理解Jと「起業基礎j は学びと日常生

活との関係づけ、 f卒業研究j は現実社会問題への解決

策提案となる。少々強引で、あるが15年間総合学科と付

き合ってきた者としては大きくは外れていないと確信し

ている。

本報告書では今年度一年の「卒業研究j の取り組みを

まとめた。この授業の担当教員は16名で、昨年度と比

べ半数以上が入れ替わった。前年度通りでなく今年度独

自の方法で実施した部分もあり本論で詳しく述べた。

生徒156名は高校1.2年次の学習の中から各自の興味

関心に従って問題解決活動、探求(究)活動を行った。

取り組んだテーマの性格上、社会との関連が薄いものも
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あるが、論文(報告審)を競むと、多くの研究は何らか

の社会問題と格織した跡が見られる。そしてこのことが

高校で身につけた知識が生きたものとなり、卒業後の学

習への内発的動機付けになっていると恕われる。本報告

審を過して総合学科流の珂1の構築を感じ取っていただけ

れば幸いである。

2. r卒業研究Jの位置付けと指導のねらい

本校では f卒業研究j を3年次学校指定必修科呂とし

て実施しており、本校総合科学科における学びの集大成

として位置付けている。本校の教育課程は、必修科自の

土台の上に、環境科学・情報科学・福祉全般・人文社会

など専門的な科目郡を基軸として学ばせ、それに幅広い

視野を持てるよう自由選択科目もいくつか履修できるよ

うになっている。何時に、キャリア教育を学習指導とと

もに総合学科の学びの両輪と捉えて実施しており、生徒

には常に将来を展望させ、実社会に自を向けさせるよう

努めている。こうした学びの集大成として取り組む「卒

業研究j のねらいは、個々の研究で成果を上げることも

さることながら、むしろ取り組む過程で生徒一人ひとり

に、問題発見能力・自主性・構想力・計画性・行動力・

挑戦する力・論理的思考力・問題解決能力・勤勉牲・表

現力等、社会で生きていく上で大切になる力を身に付け

させることにある。

一般に「研究j とは、研究機関において最先端の専門

知識を有した研究者が新しい事実を明らかにしたり、新

しい理論を打ち立てたり、新しい技術を開発することを

言う。それに対して、総合科学科の高校生が f卒業研究j

に取り組むということは、先入観に捕らわれない自由な

発想で研究テーマを突き詰めていくことであるので、侭



か未来を切り開くような新しい研究開発の芽がひょっこ

り現れることを期待はしている。しかし、それ以上に大

切なことは、生徒一人ひとりが現実社会を見つめ、問題

を感じ取り、その解決を図るべく試行錯誤して、何らか

の解決策に到達することで得られる生涯に渡る自己の可

能性を認識させることと今後の生活への意欲を持たせる

ことである。

ところで、 「卒業研究」が他の教科・科目と異なる点

は、学習活動が能動的であることである。通常授業にお

いて生徒は集団で門司斉に教師の講義を受ける。実験・実

習を伴う科目であっても、生徒は教師のお繕立てのもと

に、教師の指示を受けてそれらを行い、その過程でもさ

らに詳細な指導を受ける。しかし、 f卒業研究j は違う

o 生徒は教師に教わるのではなく、指示されるのでもな

く、自ら動かなければならない。もちろん枠組みとして

必要な指導は行うし、研究活動の支援も行う。しかし、

生徒が自ら動かなければ、何も始まらないし、何も進ま

ないし、研究が終わることもない。つまり、生徒一人ひ

とりが異なる研究テーマのもと、能動的に行動するので

ある。議近では「総合的学習の時間Jを使って「卒業研

究j に取り組む小学校も見られるが、おそらくねらいは

この点にあろう o

3. 3年間の指導の流れ

本校では l年次のうちから「卒業研究j に備えて学習

活動が展開される。該当学年独自の取り組みではないが

、現在組織的に行われている学校としての取り組みを以

下に記す。

( 1) r総合的学留の時間jにおける取り組み

i年次の「総合的学習の時間Jで、は読蓄を行っている。

これは「卒業研究Jに儲えて、文献研究をする力を備え

るためである。 2年次の「総合的学習の時間Jでは、 i 

2丹実施の海外への校外学習に備えて国際理解教育を行

っており、生徒は各自の興味関心に沿って、対象となる

lJiIや地域に関するレポートを仕上げることになっている

。これがいわば f卒業研究j の締留の役割を果たしてい

る。そして、.校外学習が終了するとすぐに「卒業研究j

の指導へと切り替わる。本校では「卒業研究Jを3年次

の学校指定必離縁科目と Lて実施しているが、長期に渡

る実験期待が必喪な醗究テーマを設定する生徒や、 3年

次の菱期休業明け早々に f卒業研究Jで得た成果をAO

.AC入試に活用することを希望する生誌も多数存在す

るため、 3年次になるのを待たずに f卒業研究j の取り

総みを開始するのである。そのときの主な指導内容は、
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「卒業研究j の概要を知らせることと、各自に構想を考

えさせることである。その後、系列加の指導へと移行し、

担当教員との面談を経て、 2年次の 3月には「構想発表

会j を実施している。

( 2 )系列別発表会を全校で見学する取り組み

全生徒対象の「卒業研究j の発表会は全部で 3回行っ

ている。 2年次3月の「構想、発表会J、3年次 7丹の f中

開発表会」、 3年次 11月の「系列g'J発表会j である。

従って、生徒は必ず3回は人前でプレゼンテーションを

行うことになる。このうち最初の 2回は学年の中で行い

、最後の系列別発表会は 1，2年次の生徒に見学をさせ

ている。本校の生徒は自分が「卒業研究j に敢り組む前

に、必ず2回は先輩達の発表を見学することになる。

(3)アカデメイア

「卒業研究Jに取り組むためには、そもそも論理的思

考力が不可欠になるが、それは短期間で養成できるもの

ではない。そこで、 1年次のうちから希望者を対象に f土

曜特別講鹿・アカデメイアJを実施している。 1年次か

ら2年次夏期休業前までは論理的思考力を養成すること

を主眼に置いて「アカデメイアJを展開し、 2年次の 9

丹からは系列別にプレ卒業研究と称して、一般生徒より

早く「卒業研究Jの指導を開始している。主な指導内容

は、 「卒業研究Jの概要を知らせ、過去の最終報告書を

いくつか読ませ、各自に構想を考えさせ、それを発表さ

せ、ディスカッションで深めていくというものである。

その過程で系列担当の教員と面接も行う。

4. 指導体制

f卒業研究Jの指導は16名の教員が卒業研究委員とな

り担当している。各委員が約10名の生徒を担当する計

算である。本校では現在「生物資源・環境科学系列Jr工

学システム・情報科学系列J r生活・人間科学系列Jr人

文社会・コミュニケーション系列j と4つの系列を撞い

ているが、仮に各系列選択生徒が40名ずつだとしたら、

各系列に関係の深い教科の教員を中心に各4名が委員を

務めることになる。その際、 3年次の科呂であることを

考慮し、 3年次担任団は原賠としてこの委員会に加わる

のが慎倒になっている。

卒業研究に当てる持問は、丹曜 7限、火曜7限の「進

路研究j の時間と、それに金曜5限の「総合的学習の時

間j と6，、 7限の「卒業研究j の時間の合計5時間であ

る。そのうち月曜7銀と火曜7隠は自主活動を中心に実

施し、金曜5. 6. 7限はゼミ形式で実施したり、面談



を実施したりして進めている。 2学期には月曜と火曜が

なくなり 3時間体観になり、 3学期にはさらに金曜6，

7躍がなくなって l時間となる体制を取っている。

5.今年度の敬り鰻みについて

( 1 )指導の翼穣

昨年度の夏から秩にかけて、まだ正体が明らかになっ

ていない新型インフルエンザの恐怖に不安を覚えていた

ことは記犠に新しい。該当学年が2年次のことである。

若年鰭にも命の危機をもたらすことさえあるという新型

インフルエンザの大洗行を懸念、して、例年 12月に実施

している海外への校外学審を春季体業期間中に延英語する

ことを決定した。そのため、校外学習終了後に開始して

いる卒業研究の取り組みを、例年より早く 11丹に入る

と問時に開始した。従って、 1 1丹から 3月にかけての

f総合的学習の時間Jは、 f卒業統究j の取り組みと、

校外学留の取り組みを並行して行った。このように例年

とは異なる展開を余犠なくされた学年ではあったが、そ

れをむしろ利用して、目的地である台湾で「卒業研究J

のフィールド・ワークを行うことを奨励した。校外学習

では系列ごとの興味を満たすコース別学習も設定したの

で、そうした機会を捉えて事前に用意してきたアンケー

ト調査等を実施する姿も見られた。

本校では、校外学習で訪れる国や地域の理解を材料

に、レポート作成に取り組ませていることは前述の通り

である。 r卒業研究j に取り組む前に行うこのレポート

作成が、いわば f卒業研究j の練習の役割を果たすので

あるが、本学年については上記のように変則的に f卒業

研究」と校外学習の準備を進めたため、レポート作成に

関わる指導は十分には行えなかったのが現実である。

年次で行った f卒業研究Jの全体指導の内容は、概要

伝達とイメージ作りと基本事項の指導である。

まず概要伝達として、研究とは「現在までのその分野

の研究成果を理解した上で、自分なりの知的な見解を加

えることjであると伝え、そのためには文献研究を行い、

その上で各自の研究活動を行うよう促した。このとき、

年間予定や評価方法についても伝達した。

次に、自分なりの見解を加えるためにどんな方法で課

題に迫ればいいのだろうかと疑問を投げかけ、.研究活動

の具体的なイメージを持てるよう、過去の研究大会にお

いて発表した生徒の画犠記録を視聴させた。視聴させた

画橡記録は以下の通りである。

仮説を立て実験によりその可能性を証明し解決策を提

-31-

案した椀として、農家で大盤に出る野菜くずを家畜のえ

さに留し、その糞潔からメタンガスを発生させ、生活に

活用する環境保全循環盤操業の実現を模索した研究。

実験を実施し集めたデータを解析しそれをもとに作品

を製作した例として、気柱共鳴時の風の発生に関する実

験を行い、それによって動くものの製作を目指した研究。

インタビューやアンケート調査の結果から問題点を明

らかにし解決策を実演した例として、ノーマライゼーシ

ョンの実現を呂指して健聴者が手話を学ぶことを奨励す

るために、者楽に合わせて手話を展開する手話ショーを

開発した研究。

フィー)j;ド・ワークを行い現場のニーズを把握し製作

を行った例として、特別支掻学校を訪問したり、点字通

訳者の指導を受けたりして、触って難しめるユニバーサ

ル絵本を製作した研究。

既存のデータ分析に加え霊童話やファックスを駆使して

最新の情報を収集し新しい社会のシステムを考案した例

として、日本経済発艇のためのヂジア市場共通過鍵導入

戦略を提案した研究。

最後に基本尊重工員の搬毒事として、基本的な論文の構成と

論文の撃事き方について指導事した。

論文の構成は分野や内容によっても在おされるため、

〔研究テーマ設定の理由・研究の目的・研究の方法・結

果と分析・考察・今後の課題・まとめ・参考文献〕とい

った基本的な構成のみを示し、それに研究者の思いが伝

わるようストーリー性を持たせて説明できるとよいこと

を伝えた。論文の書き方については、小説や詩、感想文

等異なる種類の文章を例示し、実際の論文と対比させ、

事実に基づいて客観的・論理的に書くよう指導した。さ

らに、文献引用の方法についても演習形式で練習させ、

参考文献の探し方の指導も行った。

これらの全体指導を経て、 l' 6名の指導者によるグル

ープ単位の研究支援活動へと移行したわけであるが、 3 

年次夏期休業明けにはほぼレポートを完成させられるよ

うに、レポートの提出時期を年次として小まめに設定し

て、それを目標にしながら、無理なくレポートを完成さ

せられるようにした。詳しくは年間計画を参照されたい。

( 2)野備の餓点と方法

評価の観点は以下の通りである。

A研究活動に対する意欲・関心・態度

①記録表の記入(毎問の自分の活動を振り返って評

価できているか)

②資料の整理(資料のファイルへの綴じ込み、入力

データの作業フォルダへの保存)



③文献研究(どんな参考文献をどの位読んだか)

④研究活動や校外での活動(研究活動に意欲的に取

り組んでいるか)

⑤発表会の評価用紙(他者から学び、自分の研究に

活かそうとする態度があるか)

⑥振り返りシートの記入(誠実に振り返り、今後に

活かそうとする態度があるか)

B中開発表会、及び系列別発表会におけるプレゼンテ

ーンヨン

①「内容j に関する評価の観点

・高校生の研究として鏑値があり、社会的視点で

問題解決を目指しているか。

-研究結果と到達度が満足いくものか。

-チャレンジングな内容であり、十分行動してい

るか。

-オリジナリティや独自の工夫があるか。

②「発表j に関する評価の観点。

ー分かり易く、論理的な展開になっているか。

・話し方が適切で、声の通りがよいか。

-スライドが見易く、工夫されているか。

・立ち位鐙や実物の使用等、発表に工夫がなされ

ているか。

Cレポート:研究分野によっても異なるが、上記Bの

観点に準じて評価する。

6.擬り返りアンケートの結果

①高校での体験が学習に基づき、主題(研究テーマ)

を設定できたか

① そう患わない

7% 

あまりそ
う惑わな

22% 

暫定率(そう患う+ややそう患う) : 7 ， % 

。4
4
3
 

評価の方法は以下の通りである。

・学期ごとに上記観点に従って、発表、レポート、

研究態度について評価する。その際、発表やレポ

ートの出来呉合等研究の成果とともに研究の過程

も重視して評儲する。

-必履修科白 (2単位)であるので、学期ごとに 5

段階で評価する。

(3) r国際的視野に立った卒業研究支援プログラムjの

記録

今年度で3年目を迎える「国際的視野に立った卒業研

究支援プログラムj は、海外でのフィールド・ワークに

かかる費用を援助する取り組みである。該当学年からは

3名の応募があり、その中から「植物によるバイオ・エ

タノール転換j について取り組んでいた生徒が選ばれ、

バイオ・エタノールが既に実用化されているタイを訪れ、

関連施設を見学してきた。まず、菌立カセサート大学バ

ンケン・キャンパスを訪問し、キャッザパのバイオ・エ

タノール転換の研究に関する説明を受けた。続いて同大

学のカンペッセン・キャンパスを訪問し、キャッサパの

栽培実験農場を見学した。さらに、国立キャッサパ研究

所やガソリン・スタンド等も見学した。この研修の実現

には、親大学である筑波大学の林久喜先生に多大なご尽

力をいただいた。

②満足いく主題(研究テーマ)設定ができたか

② 
そう患わない

7% 

22% 

45% 

書定率 :74%



③計語的に研究できたか

③ 

肯定率 35%

そう患う
2% 

l¥ 

44% 

⑤放課後や休日を研究活動iこ活用できたか

⑤ 

肯定率 :63%

そう患わない

11% 

⑦課題解明に向け主体的に努力したか.

⑦ 

t ¥ ' 

21% 

肯定率 :75%

そう患わない

4% 

ややそう思う

54% 

-13-3-

③授業時簡を有効に活用できたか

h ④ 

あまりそ

う患わな

25% 

宵定率 69%

そう思ねない

6% 

50% 

⑥問題発見力が身についたか

⑥ 

L ¥ 

21% 

肯定率 :73%

ぞう恩わない

5% 

53% 

⑧問題解決力が身についたか

⑧ 

あまりそ

う恩わな

25% 

肯定率:7 1 % 

そう思わない

4% 



⑨論理的な考え方ができるようになったか

⑨ 
そう患わない

6% 

肯定率 :60%

⑪物事をやり遂げる姿勢が身についたか

⑪
 

そう憩わない

5% 

23% 

脅定率 72%

⑬満足のいく報告書が書けたか

⑬ 
そう思わない

7% 

肯定率 :53%

⑮満足のいく結論に達したか

⑩ 
そう思わない そう患う

15% ー← 12%

肯定率 50%

⑫論理的文章力が身についたか

⑫ そう思わない

5% 

25% 

肯定率 70%

⑭発表する力が身についたか

⑭ そう思わない

5% 

20% I 

ややそう

思う

45% 

書定率 :76%

-34-



⑬本枝で自己のキャリア形成(蒋来の展望、

自己の適性の把握、学習する意義の理解、

学習や研究のおもしろさの認知、自擦の設定、

鞍業観の形成、勤労畿の形成、社会の講成員

としての自覚、社会性の形成)は成されたか

肯定率 91%

⑮ f産業社会と人間J . r産業理解J(ま自己のキャ 1)ア

形成に膨饗したか

⑮ 
膨響しなかった

8% 

ある穫度~書した
58% 

肯定率、:77%

⑮ f卒業研究jは自己のキャリア形成に影響したか

⑩ 影響しなかった
8% 

肯定率:-7 5 % 

⑮ あまりそう
患わない

7% 

全く成され
なかった 1% 

ある程産成された
67% 

⑫「起業基礎jは自己のキャリア彫成に膨響したか

⑫ 

肯定率・:44%

⑮系列の授業は自己のキャリア形成に影響したか

⑩ 
あまり彫'し
なかった

7% 

肯定率 :92%

円、υ町。



7.各系列における生徒支援の箆鶴報告

この章では、今年度の授業担当者が生徒の研究活動を

支援する過程で試みた敢り組みや系列ごとの状況につい

て報告する。

卒業研究のテーマ験定~生物資源・環境科学系列の事

例~

学校の授業の中で生徒はどのように卒業研究のテーマ

を絞り込んでいくのだろうか。というよりも、教師の側

として生徒にどのような段階を経て卒業研究の時期を迎

えて欲しいのか。いささか手前味噌ではあるが、仕掛け

を白状してみる。生物資源・環境科学系列における卒業

研究のスタートは、早い生徒では l年次の夏から始まる

(つもりである)。大学の八ヶ岳演習林や研究所の実験林

に足を運び、大学や研究機関の研究者から直接指導を受

ける。もちろん、生徒にとっては初めての経験であろう

から、ことさら研究を全面に出すわけではない。八ヶ岳

演密林の林道を患を切らせて登りながら動植物を観察し

たり、涼しい風に拭かれて雄大な紫色を眺めながら豊か

な自然環境を肌で感じる。自の前に広がるレタス畑を見

て、地元野菜を腹」杯食ベアてJ牧場の自家製アイスクリ

ームを味わう o 実験林では、夏の議い中下草刈り体験を

したり、冬の寒い中竹を切ったり植林をしたりといった

作業に汗を流す。合同に、指導者の自己紹介や雑談を通

して仕事の内容を知り、研究を仕事とじている人たちに

生徒は興味を示す。 2年の夏に大学の農場?で宿泊実習が

行われる。生徒は大学生になった気分で、畜産や果樹の

実習に勢を出オι2学期になると今度tは大学から先生が

やってきて、 「特別講義Jをしてくれる。大学の先生は

どんなきっかけで研究の道に進むことになったのか弘研

究の面白いことは何か、大変なことは何かを話してくれ

る。そして校外学習が終わるといよいよ卒業研究の本番

がスタートする。このように響くといかにも卒業研究は

システマチックに整然と進んで、いくような印象を抱かれ

てしまうかもしれないが、実際はそれを上回る生徒自身

のドラマチックな出会いやきっかけをもとにして進んで

いくようである。ここ数年私が担当した中で印象に残っ

ている研究を紹介する。

F くんは農家の停で、家ではコマヅナやホウレンソ

ウを栽培し出荷している。彼の悩みは、出荷できない規

絡外の野菜が廃棄されることだ。そこで、廃棄される野

菜を学校に持ち込み、ブタの館にした。寂れた糞をメタ

ン発酵させてメタンガスとして圏収する資源種環モデル

を考えた。卒業研究発表会では脅く燃えるメタンの炎を

披露した。

一3'6-

M さんは中学生時代に南太平洋の島を視察し、サン

ゴ礁の美しい島に処理しきれないゴミがあふれでいるこ

とに衝撃を受けた。日本でも教室から出るゴミを減らす

と同時に途上国の支援が出来ないかを研究することにし

た。ベットボトルのキャップを集めて NPOに送ると、

途上国の子どもにワクチンが接種されることを知り、校

内でエコキャップ運動を広めるきっかけになった。

S さんは特別講義で大学の先生から、中国の沙漠化

の現状と緑化の試みを知った。土を団子状にして植物の

種をまけば級化が進むのではないかと考え、その考えを

大学の先生に伝えた。そのアイディアは高校生と大学と

の共同研究となり、 Sくん、 Wくんが後継者となり、現

在も研究が続いている。

N さんは高 1の夏に部活動の大会で川越を訪れた際、

伊佐沼に立ち寄った。蓮の花がきれいに咲いている横で、

ゴミが浮かぶ汚れた沼の水を見て複雑な思いがした。，沼

を管理している組合の人に交渉し、サトウキピで沼の水

質を浄化をする研究を行う許可をもらヲたよ栽培実験で

育ったサトウキビを絞って煮詰めると、黒糖が敢れた。

印象に残る研究はまだまだ書ききれないほど多数ある。

いずれにしても、彼らの研究はわれわれ教師が用意した

仕掛けをはるかに越えてよ患いをストレートに形にして

いる。個性的で予想外にすばらしい成果を挙げている、

生徒の努力に感謝したいと思う。

卒業研究指導について~ヱ学システム情報科学系列の事

例~

E系列の生徒 27人は3人の教員で担当するニ主にな

った。 E系列は工学システムモデルを主に選択している

生徒と情報科学モデルを主に選択している生徒とい.o2 

つ分野に分けて、今回の卒業J研究の指導を行ってきた。

卒業論文のテーマ設定については、 E系列に関連したテ

ーマであること、自分自身の進路に関連した分野である

という条件を与え、基本的には教員指導ではなく、生徒

が自ら卒業研究のテーマを考え、研究についても生徒自

らか研究を進めていくという体制であった。

E系列で大きく求められていることは、これまでに学

んだ、 E系列の科目を主として、理論・調査・実験等を

行い、製品製作を行うことが望まれている。工学システ

ムモデルにおいては、もの作りを通し芳、創造性の育成

や工業系各科目のよりよい充実を図るものである。その

中でも、系列別発表会で選ばれた生徒は様々な試行錯誤

の中で確実に成果を上げることができた。地方、情報科

学系列においては、情報分野すなわち、パソコンを活用

した、作品輯作が主であった。 当然、パソコンを活用し



て、作品顕i作を行い、同時に今までに学んできた、構報

系科呂の活用がベースになっている。

本来、卒業研究はできるだけ、長い時間をかけて探求

していくことが望ましい。そこで 1年間かけて取り組め

るテーマ設定を行いG しかし、生徒にはテーマが変って

いくことがみられた。やはりそこには、活動を行ってい

て、活動の湿界を感じてやむなくテーマを変える場合や、

安易なテーマの設定によりテーマを変えなければならな

った場合等、多くあった。卒業研究の事前指導において

は l年を通して、継続的に続けられる研究であることを

指導したところであるが、やはり、卒業訴究という、い

ままでにない科目に取り組むことにおいて、多少のとま

どいもある生徒もいて、やむおえずテーマを変える結果

になったと患われる。

本校は総合学科になって継続的に発表会を行っている。

そのために過去の研究大会における生捷の発表を生徒に

視聴させることは有意義である。また、卒業研究のテー

マを決める指導として、様々なキーワードを連想させ、

生徒に多くのキーワードを表記させ、卒業研究テーマに

結びつける指導も有意義であった。

また、一部の生徒は9丹から本校 fアカヂメイアj に

おいて継続的な指導が行われてきた。やはり卒業研究は

早い時期から研究に着手することが、より充実した内容

となることが予想される。テーマ設定であるが、テーマ

設定と卒業研究を続けて行く、上で大切な事の一つに f

テーマJを大きなものにしないことが上げられる。すな

わち例として、ソーラハウスについてとした場合、あま

りにテーマが大きすぎ、ソーラハウスで何を行いたいか、

自標が抽象的となる。多くの場合中途半端な内容で終わ

ってしまう場合が多い。したがって、 1年間で確実に成

果が表れるテーマを設定するよう指導をおこなった。

今回の証系列の研究内容の中で注目されたのは、工学

システム分野においては「ミミズ・芋虫型ロボットの研

究」というのがあり、様々なロボットの研究、実際に作

品制作を行い、動かすことや、様々な検証等試行錯誤の

中で成果を上げたもので、あった。

情報科学系列の分野においては「ロボットアームの簡

易コントロール」というのがあり、この作品はロボット

アームの制御を人の動きそのものを用いて、コントロー

ルし、実際にロボットアームが可動するものであった。

腕の遼動をトレースするためのセンサーの配置の検証や

ロポットアームの配置の検証や実際に腕をトレースする

センサーの作成にかなりの工夫がなされていた。今後の

課題として、センサーにロータリーエンコーダを使用す

ることや、サーボを変更し、ロボットアームを大きくす

司

t
qδ 

ること、さらにセンサーに神経亀位を使用する等、多く

の課題があり、本人は今後、構報系の大学進学が決まっ

ており、大学進学後、さらに電気・電子系の科目を学び、

本校卒業研究で身に着けた、物事を多角的にとらえ、実

際の場記で芯渇する姿勢を実践することが、予想され、

今後の活騒が期待される。

モチベーションを持続するための構報交換金と文化鍛へ

の参加~生活・人間科学系列の事桝~

生活・人間科学系列の10人を担当。卒研は半年以上

の期間である。モチベーションを持ち続けるために 2つ

の仕掛けをした。

①「情報交換金J

特に意識して 1学期はテーマを掘り下げるために月権

日7時間自に(火曜日 7時間態金曜日 567時間目そし

て士宮に調べてきたことなどを) 1 時間を過して10入発

表しお立いが関関しあうという形式をとった。机は|弓卓

風に配置し、班長も決め、班長または教員が司会した。

[生徒の感想}

V進捗状況を定期的に発表することで、何をどこまでや

ったか、いつまでにやりたいか、など計画がしっかり立

でられた。逆に出来なかったことも報告しなくてはなら

ないので、自分が決めたことに責任が持てた。 V他の人

の調べた事などを開いて、自分の研究のヒントになるこ

と、課題などを見つけること:ができる。 Tl人の研究に

対してみんなで意見を出し合う事で次は侭をした方が良

か思い付いたりした。 Vそれぞれ発言をさせることで、

普段あまり関わらない人ともか関わる事ができコミュニ

ケーなョンが取れた。 V時間をきちんと区切らないと最

後の人の時間が少ない。

1学期のこのミーティングは夏休みに動ける意味にお

いて有用だ。互いの研究テーマを分かりながら情報を交

換し、有益な情報はすぐにメールなどで伝達するように

なった。，夏休みは各々データを取り、まとめる作業に入

っていった。当たり前のことだが夏休みに動けなかった

生徒の作品は研究内容が浅くなっている。

②「文化祭での展示j

昨年度の卒研担当生徒達が文化祭で発表したいと言っ

てきたが申込み時期が過ぎていたため出来なかった。そ

こで今年は早めに生徒の意向を確かめてみたところ、展

示したいということになり申込ませた。巌示のレイアウ



トなどは全て生徒に任せた。内容については中開発表会

の内容よりも濃くすることを指示した。文化祭は9月で

あり、スペースは進路室の片隅 (3畳ほど)。呉体的に

は中開発表会の pp資料に夏休みに行った研究を追加し

模造紙に貼る・ AO入試で使用したプレゼン用の資料を

発表・自分で作成した作品を展示・文化祭用にミニチュ

アを作成するなど、それぞれ工夫していた。特記すべき

は、来場者にアンケートを行い、自分の研究のデータ収

集に生かす生徒がいたことである。またその生徒を皆が

応援し配置などアドバイスをしていたことは微笑ましい。

[生徒の感想、}

V文化祭の企画として卒研の内容を発表することは最

初不安でしたが、アンケートに多数答えてもらえて嬉し

かったです。 V班で準備するのは大変でしたが、見せる

ことにより自分の研究を見譲すことが出来たので良かっ

た。 TJj護示前に班で意見交換をもっとやるとよりよくな

ったと思うoT自分の作ったものを発表出来る機会が増

えたのは贈しいことだし楽しかった。 Vみな思いやりが

あって助け合い励まし合い協調性もあり本当にこのメン

バーで良かったと思います。

*雑感*

班としての意識を作り上げ、他人の偲人としての作品

に少しでも貢献し良いモノにしたいという欲求が見られ

るようになった。無論自分の研究・作品が大切だが、班

員全員の研究・作品に興味を持ち新しい知識を得ること

が出来るきっかけになったことは、意見交換会および文

化祭への参加は多少なりとも成功したといえよう。そし

て本校総合科学科の集大成としての卒業研究は総合科学

科らしい、ユニークな生徒がユニークな発想、を生徒同士

が切礎琢醸し、教員のアドバイスをもらいながら完成さ

せていくことが肝要であると感じる。そのために教員は

どのような立ち位置で支援していくか今後も考えていき

たい。

事業醗究にかかわる学留活動のバランス~λ文社会・コ

ミュニケーション系列の事例~

今年度担当した受講生 10名の取り組みをふりかえり、

成果と課題について簡単に考察したい。卒業研究は総合

学科の集大成ともいえる問題解決型学習であり、生徒の

誰もがまず「研究テ←マの設定j ，之苦しむ'0， 4・5月は

できるだけ丁寧に面談し、迷っている生誕やテーマを晃

つけられない生誕へさまざまなアドバイスをおこなった。

授業外の時間でも休み時間にすれ違った時l:Jテーマ決

~38-

まったか""'? Jと声かけをおこない、 fこのテーマで頑

張る!Jという覚悟を決めさせた。

今年度は主に人文社会モデルの生徒約 20名が 1つの

教室に集合し、 2名の教員が担当した。出欠点呼や連路

事項はどちらか 1名の教員が全体に対して行い、面談は

それぞれ個別に担当する形を取り、人文社会モデルの生

徒全体の動きを見渡せる形をとって研究意欲の高い生徒

が他者へ良い影響を与えてくれることに期待した。特に、

6月の中間報告前後からは、各自の書いたレポートを 1

O名で回覧することを伺度か実施した。机を円に配置し、

他者のレポートを読み、コメントや質問などを書き込ん

でいく。 5分経過したら左の生徒へ渡し、別の生徒のレ

ポートを読む。全員読み終えた後にフリートーキングで

質問や感想を述べ合う。こうすることで、自分以外のメ

ンバーの研究内容を把握し、構成(目次)の立て方、調

査方法の工夫、参考文献の表示方法、画像挿入の工夫な

どを相互に学んでいった。

人文社会・コミュニケーション系列では、昨年9月に

SPP(サ子エンス・パートナーシップ・プロジ、エクト)

の一環として、筑波大学東京キャンパスにおいてピジネ

ス研究科の猿渡・佐藤教授による「統計学特別講座j を

受講する機会に恵まれた。質問紙作成方法キ統計処理と

考察の仕方など、 2日間にわたってコンピュータ画面と

格闘したこともあり、 1 0名中 6名の生徒が質問紙調査

を実施、集計・分析・考察・結果記載までの作業を卒業

研究のなかでおこなっていた。本校のお館2Fの入口掲

示板には卒業研究で実施したアンケート調査結果を掲示

するコーナーがあるが、協力してくれた校内生徒へ情報

公開するために掲示することを指導し情報共有を促しだ。

2年次 3学期におこなわれる卒業研究の事前指導では

「フィールドワークj についても積極的におこなうこと

を勧めている。今年度は 10名中 5名の生徒が校外八出

かけて取材活動をおこなった。そのうち 3名は複数箇所

へ出かけて了寧なインタビューをおこなっている。フィ

ールドワークは受け入れ先への事前の連絡・打ち合わせ

などが必要であり、授業時間外の活動を強いられるケー

スが多いため、生徒のモチベーションに左右されること

が多い。打ち合わせ方法や時間の工夫、取材に向けた事

前準講などを丁寧に指導しておくことが担当教員には求

められるが、生徒の達成感も大きく研究が大きく前進す

るケースも多いので、励ましながら校外へ足を運ばせる

支援が必要である。

以上のように、レポート回覧、質問紙調査やフィール

ドワークなどの作業については今年度は積極的に実践=で

きたと惑じるが、人文社会・コミュニケーション系列で



ありながら一番の課題は f文献瀦査の弱さj にあると感

じる。インターネット世代の生誕たちは、 l掃の書籍を

じっくり読んだり、援数の文献を比較@引用しながら考

察する力が弱い。速読する力や読解力については、 3年

次になって養うことは難しい。入学時からの継続的・計

画的な学習支援の必要性を鶏感した。

8. 指導上の諜鐙

( 1) r卒業研究Jと進路指導のジレンマ

該当学年在籍者 156名のうち、大学@短大進学希望

者は 104名 (67 %)である。(グラフ l参照}

グラフ 1 大学進学希望者の離合

進路選択に f卒業研究j を活用したかどうか調査した

ところ、大学・短大進学希望者のうち 37名(大学・短

大進学希望者の 36%) と、その他の生徒のうち 9名が

活用したことがわかった。(グラフ 2参照〕

グラフ 2 r卒業研究j活用者の都合

本校では大学・短大に進学を希望する生徒の多くがま

ず初めにAO・AC入試に挑戦する。

AO.AC入試は実施時期が9月や 10月に集中して

いて早いことと、高校での実績をアピ←ルしやすいこと

が理由である。また、多くの場合、筆記試験がないこと

も理由としては大きいと思われる。今年度の 3年次生は

3 9名(大学ー短大進学希望者のうち 38%)がAO'

AC入試に挑戦した。 39名のうち「卒業研究Jを活用

した生徒は 22名 (AO'AC受験者の 56%)で、そ
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のうち合格したのは半数の 11名だ、った。(グラフ 3参

照)

グラフ 3 AO・ACで「卒業研究j を活用した観合

その他

52 

大学・短大
希望.AO・

AC受験者
準研米活用

17 

特筆すべきは、合格者の中に国公立大全合格者 5名

( 1 2月現在)のうち 4名が含まれていることである。

卒業研究が本校の進路実繍に翼献しているととを示して

いる。 11月には、多くの大学の推騰入試が実施さ1れる。

本較では、 AO'AC入試と並んで、推購入試に挑戦す

る生誌が多い。推薦入試のうち指定校推璃を活用した生

徒は 25名(大学・短大進学希望者の 24%)で、そこ

ではほとんど f卒議研究Jを活用する者は見られなかっ

た。しかし、一般推璃に挑戦した生徒は 35名(大学・

短大進学希望者の 34%)で、そのうち 12名(ザ般推

薦入試受験者の 34%)が「卒業研究」を活用しており、

合格者は8名(一般推薦で「卒業研究Jを活用した生徒

の67%)であった。また、自己推薦入試に挑戦した生

徒は 14名 I大学・短大進学希望者の 13 %)で、その

うち 5名(自己推薦入試受験者の 36%)が「卒業研究」

を活用しており、合格者は3名(自己推薦で「卒業研究J

を活用した生徒の 60%)であった。

「卒業研究Jの具体的活用方法は、志願理由書の中で

言及した生徒が 23名、面接試験で言及した生徒が22 

名、出願書類に添付した生徒が 11名、プレゼンテーシ

ョンを行った生徒が 5名となっている。

本校で同じ年度に向じ生徒を対象に T卒業研究Jを実

施せずに大学受験をさせない限り、正確な比較はできな

いが、本校生徒の進路獲得行動と「卒業研究Jとの関係

について言えることは、おそらく 2点ある。 1つは「卒

業研究j が国公立大学や私立難関大学の合格実績を強力

にサポートしていること、そしてもう 1つは「卒業研究j

という実績がアピール・ポイントとなって生徒の自信に

繋がり、結果大学入試という試練に立ち向かわせている

ということである。一般に大学進学率は全底的に徐々花

上昇してきでいるが、それを考議したとしても、 「卒業

研究」は本校の進略実績を押し上げるのに大きく貢献し

ている。



しかし、生徒を見守っていて最も心砕かれるのは、そ

の後である。内申も高く、 「卒業研究」も立派に仕上げ

た生徒が、国公立等難問大学のAO.AC入試に挑み不

合格になり、再度奮起して同等の難関大学の推薦入試に

挑み再度不合格になった場合、大学進学を希望するなら

残された方法は一般入試受験のみとなる。一般入試では

国社数理英等一般教科の実力が試されるわけであるが、

本校はそれらの授業数が少なく、該当生徒には相当の努

力が要求されることになる。 r卒業研究Jに資重な時間

をたくさんかけて取り組んできたことは決して無駄にな

らないという確信はあるものの、進路獲得の壁を自前に

見上げると被雑な気持ちになることもまた事実である。

もちろん、こういう状況は初めからわかっていることな

ので、 AO・AC入試や推薦入試受験を考える場合も、

必ず一般入試受験に備えて学力を付けておくようにと 1

年次より指導はしている。しかし、現実には f卒業研究

j に援を重なi時間を費やした後、結果が出なかった少数の

生徒が、進路が決まっている同級生の中で一般受験への

プレッシャーと戦っている姿を見ると、楼雑な気持ちに

なる。語弊があるかもしれないが、進路獲得のために「

卒業研究Jに取り組むとしたら、それはどこか不純な感

じを受ける" I司様に受験のために勉強するのもまた不純

と議えるかもしれないが、述べてきた状況に陥ったある

生徒がセンター試験の直前に何自か欠席しているのを知

ったときは、いわゆる進学高校出身者であり、人の親で

あり、該当生徒の担任である筆者は、この生徒を貿める

気にはなれなかった。 r卒業研究Jを擁止するとか、そ

れに代わる総合学科のアイデンティティたり得る何かを

開発するといったことは現時点では考えにくい。総合学

科の基本を押さえつつ、 「卒業研究Jを充実させつつ、

学力向上を目指す取り組みを強化することが大きな課題

である。

( 2 )生後の自主性の継続に関する課題

f卒業研究j は生徒の自主性を要求する授業であるが、

長期に渡る活動期間の中には意散が減退したり、他のこ

とに心弾われる時期もある。特に、進路盤得と重なる時

期はこれが顕著となり、そうレた状況の陰には教青のあ

り方に関する根本的な問題が内在しているようにも見え

る。以下のコラムはそうした状況に関するものである

確実に対する積極性の横起について

f卒業研究j は総合学科における学務の集大成とLて

位盤づけられており、時間部上の艶当時間数はI学期に

遡5時間、 2学期に 3時間、 3学織に l時間(総合的な

-，.4合一

学習の時間を含む)と多い。それらの時間ならびに時間

割外の時間を活用して、生徒には自ら研究主題を設定し、

主体的に研究を進めていくことが期待されている。合理

的必要性が認められれば、授業時間内での校外活動すら

可能とされている。他方、あくまでも研究活動の主体は

生徒であり、概ね 10名前後の生徒に i名の教員が配当

される担当教員には、他の科目以上に支援者としての役

割が要求される。

こうした在り方は、生徒の研究に対する積極性を前提

としている。しかし、当然ながら、多くの生徒にとって

は、そうした高い穣極性を獲得する事は容易なことでは

なく、教員の、もしくは制度的な支援が必要となる。

これまで、試行錯誤を繰り返しながら、その点に留意

した支援体制の確立や実践を行ってきた。例えば、複数

回の経過発表会や小刻みな報告書の提出、報告書の分量

要件の明示、指導者による個人面談や班別ゼミの実施等

がそれである。しかし、本稿担当者は、それらの取り組

みは未だ十分であるとは言えず、課題が残っていると感

じる。

例えば、卒業研究の授業時間を進路準備のために利用

している実態が、少なからず散見された。当然ながら、

そうした行動は上述のような主体性や積極性が不足する

ことから生じるものであり、また事前に予測されたもの

でもある。しかし、ここで殊更に注目したいのは、彼ら

彼女らの前提における「自分は今、するべきでないこと

を行っているJという感覚の希薄さである。

卒業研究の授業時間における活動の犠子を観察してみ

ると、教員の姿を確認しても「進路準鏑の活動J を続行

する生徒がある。そうした生徒に「何をしているのかj

と問えば、無邪気に「進路先に出す課題の小論文です、

先生、ちょっと見て下さしりと答える。時期によっては

授業時間中に進路決定の報告や進路棺談を持ちかけてく

る生徒まで現れる。

生徒のいわゆる「内職j は古今共通の典型的生徒行動

であるが、ここではそれが「本職Jになってしまってい

る。こうした傾向は本年度に限った話ではない。生徒の

主体性を認め、一方で、結果責任を強く要求するという文

脈に於いて、これを殊更に特別な問題としない考え方も

あるだろう。しかし、生徒の仔為実態としての「内職J

ではなく、 f本戦j として堂々と行われてしまうという

点は問題である。そこむは‘地者が自らに要求する内容

を把握し、それを誠実に遂行していくという学びの大前

提が欠知している。それはすなわち、生徒が学校教育を

通じて学び得る極めて重要な要素のひとつが欠藩してい

る可龍性を示唆するものであろう。



対処療法的に一例ずつ指導をしていく一方で、、こうし

たことは生徒に積極性の喚記を図る更なる取り組みが必

要であることの証左であると言える。生徒の自主性を尊

重する前提に立てば、今後もこうした問題の発生は不可

避のものであろう。その文脈の中で、生徒の f学びの前

提j をいかに維持し、授業時間としての卒業研究を充実

させていくか。卒業研究指導の充実化を図る上で、研究

の内容に関する支援・指導方法と同様に、またはそれら

以J:(こ、検討を要すべき課題であると言える。

( 3 )指導者の専門性と指揮体制のジレンマ

今年度該当学年の「生物資源・環境科学系列j 選択生

徒は 30名強、 「工学システム・情報科学系列j 選択生

徒は30名弱、 「生活・人間科学系列J選択生徒は60 

名弱、 「人文社会・コミュニケーション系列J選択生徒

は40名器であった。各系列に関採の深い教科の教員が

約 10名の生徒を担当するわけであるが、実はこれが必

ずしもきれいに当てはまるわけではない。今年産は f生

活・人間科学系列j 担当者として、物理と英語の教員が

配属されている。大学のように教授の導内積域の研究を

肴望する学生がゼミに集まってくるのとは違い、高校の

f卒業研究j では指導者の専門牲と指導体制が矛躍なく

整うことは難しい。研究活動の支援と言えど、支援者の

専門領域と生徒の研究領域が合致している方が当然指導

しやすい。しかし、どの教員がどの分野の生徒を担当し

でも支援がスムーズに行えるように、研鎖を積むことが

課題である。

(4)文献研究の弱さに見る活字離れの深刻さ

文献研究として何冊本を読んだかを調査したところ、

平均は 3. 7冊であった。ところが個々のデータをよく

見ると、 O冊だ、った生徒も 16名(全体の 11 %)いた。

さらに読んだ本のうち、研究者による著作物は平均でl.

2冊で、 0冊だ、った生徒も 64名(全体の 44%)いた。

文献研究の仕方については 2年次冬期休業前に全体指導

を行い、参考文献の見つけ方とともにいくつかの分野の

例も示し、各自の「卒業研究j のテーマに合っていそう

な文献を l冊見つけて読むことを冬期休業中の宿題にも

した。中には研究者の難解な著作物の読解に挑み、苦労

しながら読み進む生徒も克られたが、インターネットで

調べたり、テレビから得た知識を活用したり、研究分野

に関連する内容が出てくる小説で済ませたりする生徒も

棺当数いて、活字離れの実態が改めて浮き彫りになった。

9. おわりに

2 0 0 8年に発生したつーマン・ショックに端を発し

た世界経済の不識は、その後のギリシャ・ショックとも

桔まって、ますます混迷の度を深めているように見える。

それはグローバル化が進む吉本経済にも暗い影を落とし、

新卒者の就職内定率の低下となって若年層にも重大な影

響を及ぼしている。日本の安定を支えていた終身躍用、

年功序列といった秩序は既に態を潜め、これからどのよ

うにしたら持続可能な発展を実現できるものかと時代は

進むべき方向を模索している。

芸員り返れば、 1 970年代から 80年代にかけて、中

高生は良くも悪くも元気がよかった。欝積した不満を破

壊的行為で表し、教師は特に体を張って秩序;の改藩に鍔

めたりもした。やがて状況は徐々に変化し、生徒は患い

を内へ内へと向けるようになり、いじめや不登校やニー

トの増加が問題となっていった。それと敢行して少子化

は急激に進み、人と人との関保性にも変化を及ぼし、教

師には特別支般教育の技騒が求められるようになってき

た。

こうした社会の変化を背嫌に、自らのキャリアを構挺

する新しい f学びj が求められている。本校では、 「産

社J. fp-主理J、「起築基礎J、I卒業研究Jを中心に、それ

を模索してきた。どの方法にもメリットと拘特にヂメリ

ットがあり、そのメリットを最大限に評価して 1つの方

法を採用するとき、問時にデメリットも理解して引き受

けなければならない。本稿は本年度卒業研究委員全員の

共著であり、各委員の思いをそのまま反映させて、 f卒

業研究」の効果と問題点を保身に走らぬよう注意しなが

らありのままに包み隠さず報告してきた。

常に受動的態度が要求され、管理され、評価されてい

る感が強い環境では、自己肯定感は傷を負いやすい。生

徒の能動的態度をまとまったスパンで喚起支援する授業

が存在することもまた、生徒が育つ環境としては健康的

なのではないだろうか。

親は、子どもが学校生活に対する愛着を持っているの

を確認すると、祈る気持ちにも似た安堵を覚える。担任

は、生徒が大勢の先生方から学び、繊々な場面の中で育

ってきたことを確認すると、言い知れぬ程の感謝の念を

覚える。そして、卒業が近づいてきたとき、生徒が学び

育った学校を愛おしんでいることを確認できたら、これ

ほど嬉しいことはない。本校生徒には在籍した 3年間で

構築されたキャリア形成を績として、時代の荒波をたく

ましくかき分け人生を謡歌してほしいと願っている。

'
I
 

A
守



資料生徒作文

私は、高校生になって自分がとても成長した

と患っています。まず、変わったと思うことは、

チャレンジするようになったことと、サボらな

くなったことです。

例をあげると、体育では持久走も水泳もでき

るだけ参加し、他の種目も積極的に参加するよ

うになりました。これは中学時代の私からは考

えられないことです。

次!こ、「産社J. r産理jや「起業基礎jでは、将

来の巌望や自分の適性の把握、勤労織の形成や

社会の構成良としての自覚、それに社会性が形

成されたと思います。難しいこと、わからない

ことがたくさんありましたが、個性撃かな友人、

親のように親身な先生方の助けなどもあり、自

分であきらめずにやり通すことができました。

そして変わったことがもっとあります。何と、

生徒会役員になったことです。人前が嫌いで、

自分のことが大切でしたが、大好きな筑坂で活

躍したいと考え、この f自由・自律・自覚」の

雰閤気に後押しされて、立候補しました。そこ

では、物事の見方が変わり、自分の愚かさに気

づき、人々への感謝、表現力、思考力がつきま

した。また、できることとできないことの区別

もつくようになりました。

そして、系列の授業、 「卒業研究Jは、自分

の興味にひ。ったりはまる授業ばかりで、今後自

分が伸ばすべき分野を見つけることができまし

たJ福祉・保育jの授業は今まで fやりたくな

いけと決めつけていましたが、知り、学んで

みると、私の本当に求めていたことが見えて来

ました。 r人Jと f思いやり」と f受け入れるこ

とJです。それに加え、大好きな fフード・デ

ザインj をつなげて、管理栄養士という大きな

呂擦を見つけることができました。

サボらないこと、チャレンジすること、あきら

めずにできることをすること、積極性を持つこ

と、それを忘れずに、筑坂を巣立っても、 rl3 
由・自律・自覚Jを達成できるようにしていき

たいと患います。私はこれから大学に進学しま

すが、本当に興味のあることを学べるので、真

醤自に取り絡むつもりです。何かキレイ事を並

べているように見えるかも知れませんが、筑i授

が大好きで、自分も成長できたし、本当にこの

ように考えています!

平成22年度卒業研究テーマ例

系列 モデル ア マ

生 コケの耐乾性実験

環 伊佐沼における水質浄化アプローチ

~サトウキピによる水質浄化効果について~
" 

環 土問子用いた緑化技術に関する実験

~アルカリグラスの栽培実験~

E 工 ミミズ/芋虫型ロポットの研究

E 情 ロボットアームの鱒易コントロール

E 情 プラネタリュームの作成と紙による投最多の違い

国 福 高齢者を対象ととした地域支援の提案

E 福 コラージュ療法を使った癒しの研究

取 ア 色が人に与える印象とイメージ

~バスケットチームのユニホームの色におけるチ

一ムのイメージと新しいユニホームの提案~

国 ブ New Ice Cream '"人を楽しませるアイス~

W 人 生活習慣病にならないために
IN ENGLISH 

W ビA 「日本の魅力j とそれを絶やさない提案

N ビA 新しい税制の提案

※ モデルの表記

生 … 生物資源

環 … 環境科学

工 … 工学システム

情 … 情報科学

福 … 福祉保育

ア … アパレル

フ… フード

人 … 人文社会

ビA… ビジネスA

の絡称

qt曲A
せ



変料① 平成22年度f卒業研究j取り組みの流れ
年

月 日
E震 時

指導の形態 指導内容
次 日 騒

「卒築研究jの位置付けとねらい
21.1=3 7全体指導

今先「草後章業のの研予研究定究』か~と進2ら年路学次にぶつ1G2Jいビ月てデまオで視(革聴研c1の取り組み&校外学習に向けた取り絡み)

11 9尭

;謹16 売

先9先参今論皇輩量考室後文ののの文のの献研研研予基究安究定本のかか探か~的構しらららf構学方学学成想ぶと5ぶ4発冬~表期ピピ研会休ヂヂ究オ業Jオ方ま視視中法で聴聴のに繰②③ 潤題す提るま示とめ

23 売

2 
30 R 7全体

年 12 11 金 7全体!<

次
15 金 7全体指導

盤系茎夢l1J.lのt書ガイきダ方ンス18 月 7系列完鳴導 1
29 金 7系列)3IJ cz 個E犠 日カツシヨン

2W  金
7系列)3IJ 3 f題B ヂイスカッション

8 月 7系列部 4 {富男 ヂイスカッション
3117 Jtく AM 

今f卒後業の研予究定jに~取レポザ組ーむト完醸成のま心で構え
5全体指導

16 金
き研事究舗のの観流れ点と方法

撞藷4~ 月
20 火 活動

5金棒指導 :ア校ン外ケでーのト鶴鱗査査活実動蕗にょ機のす注る意注意
23 金

67 GJ.lIJ 活動
月 7IG)3IJ ffillJ 
HI 5 支 -動

56 ;動

567 G期支
月 71G期支

5118 火 71G別 支活 動
24 月 71G別支援活動
25 火 7IG)3IJ支 活動
28 金 567 G那支 活動
31 月 7IG)3IJ支 活IIJ
1火 71G別支援活動
4金 567 

GレBポIJ支ー援ト拠活出動① 
(5枚以上:研寛ァーマ、動機、呂的、方法、研究の途中経過)

3 
71.1=3 7 
8火 7IGJ.lIJ支援活動

年
11 金 567 G)3IJ支支援援活活動次

6W4 月 7 G)3JJ 動
15 火 7 G別支擁活動
18 金 567 系列濁中開発表会
21 月 71G別支援活動
22 火 71G別支援活動
25 金 567 G別茎支量援遺活動
29 火 7 G別動
2 金 567 G全B体Ij支指援導活動

71 9 金 12 
論(1文0故の以書上き方:研~寛「卒の業途研中究経j過をの仕充上実げ)るために

14 水 レ3K. ト聾出@

1水 レ;t{. 姐 IUlf曹、 (20故以上軍1槙}

3 金 567 G別支援活動
9110 金 567 G別支援活動
27 金 567 

Gレ加ポ支ー援ト擾活出動@ 
(20枚以上第2槙)

8 金 567 

10~ 金 567 G別支支援援活活動
22 金 567 G別動
29 金 567 G)3lj支援活動
5金 567 系列規発表会 1，2年次損聴、系列代表を決定する

11112 金 567 レ3ヨート提出⑤ (20被以上最範槙)
19 !金 56 G~ リ指導 ディスカッション
3 ま 5 振り返りアンケ・ト

12110 567 学年発表会 学年代表を決定する
16 木 5製本作業

2125 金 研究大会

つdA
T
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